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日本原子力学会 標準委員会 システム安全専門部会 水化学管理分科会 
第１３回 ＨＷＣ標準作業会 議事録 

 
１．日 時 ： 平成２４年６月１４日（木） １３：３０～１５：３０ 
２．場 所 ： 日本原子力発電（株） 本店 ２階 第３会議室 
３．出席者 ： （敬称略） 
 （委 員）内田、和田、小野、小藪、太田、寺門、久宗 
 （常時参加者）北島、山本、太田、塙、上山、勝村 
４．配布資料 ： 
 １３－０ 第１３回 ＨＷＣ標準作業会 議事次第 
 １３－１ 第１２回 ＨＷＣ標準作業会 議事録（案） 
１３－２ 水素注入による環境改善効果の評価方法ガイドライン 
１３－３ ＨＷＣ標準作成の今後の進め方（内田主査資料） 
１３－４ 原子力学会ＨＷＣ標準の進め方（和田委員資料） 
１３－５ 沸騰水型原子炉一次冷却系構造材料の腐食電位の解析実施方法 

５．議事概要 ： 
（１）出席者の確認 

 出席者の確認を行い、委員８名中７名出席しており、必要な定足数を満

足していることを確認した。 
（２）前回議事録確認 

 久宗幹事より、資料１３－１「第１１回 ＨＷＣ標準作業会 議事録

（案）」の説明があり原案どおり承認された。 
（３）ＨＷＣ標準作業会の活動再開について 

 内田主査より、２０１１年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震

および東京電力／福島第一事故対応により約１年間活動を休止したが、産

業界（特に電力会社）からＨＷＣ標準策定のニーズが高いことから、活動

を再開し約１年を目途に標準原案を作成するとの説明があった。 
（４）水素注入による環境改善効果の評価方法ガイドラインについて 

寺門委員より、平成２４年３月に原技協が制定した予防保全工法ガイド

ライン「水素注入による環境保全効果の評価方法」の概要について説明が

あり、機械学会維持規格で定めるオーステナイト系ステンレス鋼のＳＣＣ

き裂進展速度を適用するため、目標電位（－１００ｍＶＳＨＥ）となる水素注

入量を評価する手法について規定する必要性について説明があった。 
（５）ＨＷＣ標準作成の進め方 

 ＥＣＰ評価モデル（ラジオリシスモデル）による解析の妥当性を第３者

（標準委員会等）に理解してもらうための示し方を検討しておく必要があ

る。 
 解析の妥当性の一助として、ラジオリシスモデル・ＥＣＰモデルおよび

全体解析結果を論文として投稿し、論文を引用することによりＥＣＰ解析

の妥当性を説明することとし、平成２４年年末を目途に論文を作成する。

（原電、日立、東芝アクション） 
 ＥＣＰ解析結果と実測値の検証については、Ｖ＆Ｖ法を用いることとし、

Ｖ＆Ｖ法の専門家（例：東京大学／越塚先生）に検証法についてチェック
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＆レビューを受けることを検討する。 
 ＨＷＣ標準として規定する事項として、「水素注入により炉内ＥＣＰを解

析評価する手順」または「解析モデル」を考え、次回の作業会で検討する

こととした。 
（６）その他 

 次回（第１４回ＨＷＣ標準作業会）は、８月１日（水）１４：００～１

７：００に原電本店２階の第３会議室で開催することとした。 
 

以上 


